
日 時 令和５年１０月３１日(火) 14:30～15:20 

学 校 名 真岡市立大内中学校 

対 象 ２年生 約５０名   

講 師 
古口 勇二 氏 （株式会社古口工業 代表取締役） 

山村 達夫 氏 （学校法人金子学園認定こども園 まこと幼稚園 理事長） 

内 容 

職場体験の事前学習として、「職業、社会人についての理解を深める」というテ

ーマで２名の講師が授業をした。パワーポイントを使いながら、仕事や人生におい

て大切なことを、分かりやすく話していた。 

古口氏は、生徒全員の名前を呼び、１人１人に「あなたは今日何回ありがとうと

言いましたか？」と質問し、交流していた。そして、仕事も人生も人とのつながり

の上に成り立っている。だから、「ありがとう」という言葉を１日１０００回言う。

口癖になるくらい言うことが大切だ、と伝えていた。生徒達は頷きながら耳を傾け

ていた。 

山村氏は、自身の経営する幼稚園や、介護施設について分かりやすく話した。「障

害のある人たちが、１か月にいくらの収入を得ることができると思うか？」など、

質問しながら話を進めた。答えを聞くと、生徒たちは驚き、同時に障害のある人の

生活についてほとんど知らなかったということを理解していた。『自分の仕事によ

って、障害のある人たちの「居場所」を作ることが、仕事をする上での喜びだ。」そ

の言葉に生徒は感銘を受けている様子だった。 

「仕事」と「人生」は深く繋がっている。仕事で大切なことは人生においても大

切だということが良く分かる授業であった。 

  

  


